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　議長が開会を宣言し、定例会が始まります。

　市長が定例会に提案する議案について、提案

理由を述べます。（提出議案説明書は８ページ）

９月１日

　開会日に提案された議案について、議員が疑

問に思う点や詳しく聞きたい点などを質疑し、

市長・部長などが市としての方針や考え方・提

案に至った経緯などについて説明します。

９月 11 日・12 日 議案質疑

　各議員が市政に対する質問や提案を行い、市

長・部長などが現状や見解を答弁します。

（詳細は 10 ～ 14 ページ）

９月 4 日～ 6 日

　議案を３つの分野に分けた常任委員会（総務

文教、経済産業、市民厚生）で、さらに詳しく

審査します。（詳細は 4 ～６ページ）

９月 14 日・15 日・19 日

　３つの分科会で審査された内容について、各

分科会主査が報告を行い、質疑を行います。

　質疑終了後は討論を行い、特別委員会として

の可否を決定し、意見をまとめます。

９月 22 日 /26 日

　各常任委員会・特別委員会での審査経過や結

果を報告し、議会として議案等の賛否を決定し

ます。（詳細は 8 ～ 9 ページ）
　議長が閉会を宣言して、定例会が終わります。

９月 28 日 閉会日

開会日

一般質問

決算審査 / 予算審査特別委員会

これ、知っちょった？
　閉会中（議会が開催されていない期間）には、各種団体との意見交換会、行政視察などの委員
会活動が実施されているほか、タブレット研修会や議員研修など、議員のスキルアップにも取り
組んでいます。
　また、開会前には定例会に備えてそれぞれ委員会を開催し、提案される議案についての勉強会
を行うなど、円滑な委員会運営に努めています。

本会議の様子は録画配信しています。
9 月定例会の録画配信ページはコチラ
のＱＲコードから⇒⇒⇒

plus ＋

委員会・分科会審査

作画：小林高等学校　２年　池田 一成さん

１

２

３

４

　新人議員研修では、市内の公共
施設（保健センター、八幡原市民
総合センター、小林市地域防災セ
ンター、東方学校給食センター）
を見学しました。

小林市地域防災センター見学

東方学校給食センター見学

南九州中部市議会議長会　議員研修会

区長会との意見交換会

市民厚生委員会と社会福祉協議会
との意見交換会

経済産業委員会と小林商工会議所
との意見交換会

３常任委員会　勉強会
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決 算
概 要

総務文教
分科会

市民厚生
分科会

経済産業
分科会

決算審査報告
令和４年度

予算（お金）の
使い方をチェック !

令和４年度一般会計決算

歳出総額　296 億 7,313 万 1,203 円
主なものとして･･･
■社会資本整備総合交付金事業費（道路等の整備に係るもの）　約５億円
■健幸のまちづくり拠点施設（複合型総合体育施設）整備事業費　約 4,600 万円
■ふるさと納税推進事業費　約７億 9,000 万円　　

　新型コロナウイルス感染症対策経費の減少等により、前年度
を大きく下回る決算規模となった。

前年度と比較して･･･
■繰越金　約４億 7,000 万円　　　　　■国庫支出金　約 14 億円
■寄附金　約３億 3,000 万円　　　　　■県支出金　約７億円増 減

歳入総額　306 億 3,176 万 9,256 円

　　  経常収支比率は前年度より 5.1 ポイント上昇の 95.9％
※経常収支比率とは･･･経常的な経費に経常的な収入がどのくらい
充てられているかの比率で低いほどよい

ふるさと納税 17 億円
（ふるさと納税推進事業費　約７億 8,663 万円）

　ふるさと納税推進事業費について質疑があり、事業者との連携や
マーケティング強化を図り、シティプロモーション事業とも連動し
た展開の結果、目標額の 12 億円に対し 17 億円を超える寄附獲得
が図られた。

デマンド交通開始に向けて
（デマンド型交通実証運行事業費　約 460 万円）

　デマンド型交通の実証運行を実施するための計画を策定し、本年 7 月から北
西方地区で実証運行を開始。実証運行の検証後は、必要に応じて運行地域の拡大
やスマートフォンアプリ等のシステム導入を検討する。

将来負担比率が 10.3 ポイント改善　67. ０％に

※将来負担比率とは･･･今後負担しなければならないお金が、通常見込まれる収
入に占める割合のこと。将来の財政を圧迫する可能性を示していることから、低
いほどよい

畜産農家への支援
（優良肉用雌牛購入資金貸付事業費　約 4 億 5,669 万円）

　　宮崎県の種雄牛の状況は。
　　現在は他地域の種雄牛が主力。県も優秀な種雄牛を育てるためゲノム解析等を用いた技
　術改良を進めている。市内にも優秀な種雄牛がいるので、市としても支援していきたい。

Q

A

◆委員からの意見◆　　
　今後も畜産農家等への支援を行い、畜産農家数の維持及び産地の発展に努めてほしい。

水田維持管理支援
（多面的機能支払交付金事業費　約 1 億 5,749 万円）

基本設計業務委託等を実施
（健幸のまちづくり拠点施設整備事業費　約 4,611 万円）

◆委員からの意見◆　　
　住民への説明会を実施し、建設への周知・理解を深めてほしい。

市税の収納率は 0.35 ポイント上昇の 96.21％
　　収納率向上の取組は。
　　スマートフォン決済やコンビニエンスストアでの納付など、市
　民の利便性向上に取り組んでいる。また、職員配置や育成にも努
　めている。

Q

◆委員からの意見◆
　移住定住にもつながるため、事業の周知を図ってほしい。　　　　

三世代同居率アップへ

　　今後の方針は。
　　子育てを家族及び地域で支え合い、少子化対策に寄与するため継続して取り組みたい。

Q

A

（子育て世代転入・三世代同居等促進事業費　約 43 万円）

◆委員からの意見◆
　関係事業者との協議を重ね、人材確保と充実した介護サービスの提供に努めてほしい。

人材確保は最重要課題

　　介護施設の人材確保は。
　　最重要課題と位置づけ、第 9 期介護保険事業計画の中に盛り込んでいく必要がある。

Q

A

（介護保険事業特別会計歳出決算額　約 58 憶 8,039 万円）

　　人員確保の状況は。
　　農地中間管理事業や地域計画なども考慮して、地域にとって一番よい
　体制を作る必要があると考えている。

Q

A

　　市民への説明については。
　　アンケート調査や関係団体・競技団体等への聞き取り、パブリック・コメン
　トなど、コロナ禍における最大限の市民参加を求めた上で、基本計画を策定し
　た。　

Q

A

A
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委員会
審査報告

令和５年度一般会計補正予算（第６号）

主なものとして･･･
■地域経済緊急支援事業費

（プレミアム付商品券発行に係るもの）　　　　3,650 万円
■各物価高騰対策支援事業費　　　　　3,917 万 3,000 円
■優良肉用雌牛購入資金貸付事業                     4,000 万円
■市道補修事業費　　　　　　　　　　1,124 万 6,000 円

補正額　１億 9,503 万 5,000 円の増額

意見書案第２号

地方財政の充実・強化を求める意見書

【結果】
　本会議で総務文教委員長から提案理由説
明があり、採決の結果、全会一致で可決、
関係行政庁へ送付しました。

意見書案第３号

免税軽油制度の延長を求める意見書

【意見書の概要】
　地域公共サービスを担う人材は不足し
ており、増大する行政需要に十分対応す
るため、2024 年度の政府予算と地方財
政の検討に当たって、歳入・歳出を的確
に見積もり、地方財政の確立を目指すよ
う、国に対し強く求める。

★意見書全文はこちら▶▶▶

【意見書の概要】　
　令和６年３月 31 日までとなっている 
機械等の軽油に係る軽油引取税の課税免
除の特例措置について、農家等の経営が
圧迫され、本市経済にも多大な影響を及
ぼすことが懸念されることから、国に対
し、免除措置期間の延長を強く求める。

★意見書全文はこちら▶▶▶

◆デジタルドリルの活用 （小・中学校ＩＣＴ教育推進事業費　約 101 万円）

　個別最適な学習の推進を図るため、デジタルドリルの有償版を購入するととも
に、校内ネットワークの整備を行う。

　効果や教職員の業務負担等を検証してほしい。
◆委員からの意見◆

◆体育施設のＬＥＤ化 （社会体育施設整備事業費　1,693 万円）

　南、三松及び三ケ野山の地区体育館の水銀灯をＬＥＤ照明に交換し、二酸化炭
素排出量や電気料の削減を図る。
◆委員からの意見◆

　7 月 20 日に小林小学校の 6 年生の
皆さんが議場見学に来てくれました。
　子どもたちが書いた感想文をＱＲ
コードから読むことができます。

議

◆アクティビティ拠点施設 （すきむらんどアクティビティセンター整備事業費　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400 万円）

　すきむらんどにアウドトア・アクティビティの拠点施設を整備するための用地
測量の経費。

　交換作業に伴う休館についての確実な周知に努め、快適なスポーツ環境を整備
してほしい。

◆寒波による漏水減免措置 （水道事業会計補正予算　過年度損益修正損　90 万円）

　本年 1 月の寒波による露出管や給湯器等の漏水被害 105 件に対し、特別減免
措置を行った。

◆移管先法人と十分協議を（保育所管理運営費（臨時）586 万円）

　　栗須保育園の民営化の進捗状況は。
　　移管について、移管先法人候補者や保護者、職員へ説明を行っている。

◆委員からの意見◆
　移管先法人と十分協議し、移管後の運営に支障を来すことがないように努めて
ほしい。

◆さらなる支援体制充実へ（子ども・子育て応援事業費　約 151 万円）

　現在行っている出産支援金について、10 月 1 日以後の対象者の交付額を 1 万
2 千円増額し、3 万２千円とする。

◆委員からの意見◆
　出産支援は重要な事業。安心して子どもを産み育てられる環境づくり推進のた
め、さらなる支援体制を整備してほしい。

Q

A

　施設等の配置は利用者の利便性を十分に考慮を。また、大会等の開催に当たっ
ては、住民の理解と協力が必要なため、周知と機

き う ん

運の醸
じょうせい

成を図ってほしい。

◆委員からの意見◆

■請願第 3 号　新金鳥井地区水害に関する請願　⇒　全会一致で採択し、市長へ送付
請願２件、陳情１件を採択

■陳情第 2 号　「免税軽油制度の延長を求め
る意見書」を国に提出することを求める陳情

■請願第４号　地方財政の充実・強化を求める意
見書の採択を行い関係機関への送付を求める請願

【結果】
　本会議で経済産業委員長から提案理由説
明があり、採決の結果、全会一致で可決、
関係行政庁へ送付しました。

全会一致で採択し、意見書案を委員会から本会議に提出

総務文教

経済産業

市民厚生

分科会・委員会

分科会・委員会

分科会・委員会

学見場

 1 組
感想文
　▼

 2 組
感想文
　▼

 3 組
感想文
　▼
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令和５年第５回定例会    表決結果一覧 ( 令和 5年９月１日～９月 28日 )

　ICT 教育推進事業費として「デジタルドリル」をモデル
校で有償使用するのに 101 万２千円計上されている。小学校
１年生から全学年で５教科を、中学校では全学年で９教科を
使ってみるというが、一度に実施するのは無理がある。モデ
ル校の学期反省で出された率直な声を参考に、もっと対象を
絞
しぼ

って検証すべきではないか。近視が増えている実態も踏ま
え、子どもの目を酷

こ く し

使し、将来にわたって影響を及ぼすこと
も警戒すべきである。

　新型コロナ感染症の影響が続く中、感染症拡大の防止と社
会経済の維持・継続の両立を目指し多くの事業に取り組まれ
ていることを高く評価する。特に「健幸のまちづくり」の推
進については、将来的な社会保障費の抑制につなげるため「こ
ばやし健幸ポイント事業」を継続して実行するなど、積極的
な事業を展開している。また、ふるさと納税については、「子
ども医療費助成事業費」や「てなんど学校給食応援事業費」
など有効的に活用されている。

永野 雅己 議員

橋本 律子 議員

　政府が進める「デジタル社会」に向け、市民のマイナンバー
取得 100％をめざし、専用車を追加するなどの事業を行った。
マイナンバーカードの普及を強引に進める国のやり方にトラ
ブルが続出している。地方創生臨時交付金を使った事業は、
住民税非課税でない低所得者への支援策が不十分。一冊１万
円のプレミアム付商品券は、低所得者が購入できないなどの
課題解決がなされていない。健幸のまちづくり拠点施設整備
事業は周知が不十分。

　国庫支出金を財源としたプレミアム付商品券発行や、物
価高騰対策として各支援事業、子ども・子育て応援事業、
令和 9 年に国民スポーツ大会を控

ひか

える「すきむらんどア
クティビティーセンター」竣

しゅんこう

工に向けた整備事業に加え、
Society5.0 という AI 人工知能を駆

く し

使した新しい社会を担
にな

う子どもたちの教育の一つとして小・中学校 ICT 教育推進
事業に取組み、ICT 端末を『文房具の一部』のように使え
る児童を育成する等、将来性のある現状に即

そく

したものである。

賛成討論
小川 真 議員

大迫 みどり 議員

はなみずき№ 669

報告案件
報告 5

【９月 28 日追加議案】

専決処分した事件の報告について
・市道 215 号向江馬場・深草線の管理上の瑕

か し

疵により一般車両が損傷した事故について、和解し、損害賠償
の額を定めたもの

報告に対する
質疑をもって終了

報告６

【９月 28 日追加議案】

専決処分した事件の報告について
・細野地区体育館の管理上の瑕

か し

疵により利用者の衣服が損傷した事故について、和解し、損害賠償の額を定
めたもの

報告に対する
質疑をもって終了

R4 決算
議案 53

一般会計歳入歳出決算の認定
認定

（賛成多数）

議案 54 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（全会一致）

議案 55 物品購入特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（全会一致）

議案 56 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（全会一致）

議案 57 西諸地域介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（全会一致）

議案 58 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（全会一致）

議案 59 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（賛成多数）

議案 60 西諸地区いじめ問題対策専門家委員会特別会計歳入歳出決算の認定
認定

（全会一致）

議案 61 水道事業会計決算の認定
認定

（全会一致）

議案 62 下水道事業会計決算の認定
認定

（全会一致）

議案 63 病院事業会計決算の認定
認定

（全会一致）

R5 補正予算
議案 64

一般会計補正予算（第６号）
原案可決

（賛成多数）

議案 65 農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
原案可決

（全会一致）

議案 66 介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
原案可決

（全会一致）

議案 67 水道事業会計補正予算（第１号）
原案可決

（全会一致）

議案 68 下水道事業会計補正予算（第２号）
原案可決

（全会一致）

議案 69 病院事業会計補正予算（第１号）
原案可決

（全会一致）

議案 75
【９月 28 日追加議案】

一般会計補正予算（第７号）
原案可決

（全会一致）

条例関係
議案 70

固定資産評価審査委員会条例の一部改正
・固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合の審査の申出等の手続に係る押印等の義務付けを廃
止するため、所要の改正を行うもの

原案可決
（全会一致）

議案 71
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
・新型コロナウイルス感染症対策に係る感染症業務手当の支給の特例を廃止するため、所要の改正を行うも
の

原案可決
（全会一致）

議案 72
使用料の徴収に関する条例の一部改正
・小林市コワーキングスペースに設置したミーティングスペースの利用について使用料を徴収するため、所
要の改正を行うもの

原案可決
（全会一致）

議案 73
公の施設に関する条例の一部改正
・小林市立栗須保育園を民営化するに当たり、その用途を廃止するため、所要の改正を行うもの

原案可決
（賛成多数）

議案 74
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
・就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部が改正されることに伴い、
同法の条項ずれに対応するため、所要の改正を行うもの

原案可決
（全会一致）

議案番号 議案名 表決結果

堀 

研
二
郎

小
川 

真

能
勢 

誠

野
田 

利
典

松
嶺 

勇
一

橋
本 

律
子

永
野 

雅
己

金
松 

勲

有
木 

将
吾

押
領
司 

剛

前
田 

隆
博

貴
嶋 

憲
太
郎

竹
内 

龍
一
郎

舞
田 

重
治

吉
藤 

洋
子

原 

勝
信

鎌
田 

豊
数

大
迫 

み
ど
り

髙
野 

良
文

R4 決算
議案 53

一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○ 認定

議案 59
後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認
定

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○ 認定

R5 補正予算
議案 64

一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

条例関係
議案 73

公の施設に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

｢ 小林市議会の運営に関する基準 ｣ に基づき、提案された全議案に対して、各議員の表決態度 ( 賛否 ) を公表しています。

掲載に当たっては、次のとおりです。

( ○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため )

◆表決の分かれた議案の議員別賛否一覧◆

その他
諮問３～５

人権擁護委員の候補者の推薦【9 月 12 日採決】
●任期：令和６年１月１日から令和８年１２月３１日まで（３年間）
・楠元　充子（くすもと　みつこ）氏
・有馬　泰子（ありま　たいこ）氏 
・村田　道子（むらた　みちこ）氏

同意
（全会一致）

請願
請願３

新金鳥井地区水害に関する請願
採択

（全会一致）

請願４ 地方財政の充実・強化を求める意見書の採択を行い関係機関への送付を求める請願
採択

（全会一致）

陳情
陳情２

「免税軽油制度の延長を求める意見書」を国に提出することを求める陳情
採択

（全会一致）

議員提出
議案１

市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正について
原案可決

（全会一致）

意見書
意見書２

【総務文教委員会提出】
地方財政の充実・強化を求める意見書

原案可決
（全会一致）

意見書 3
【経済産業委員会提出】
免税軽油制度の延長を求める意見書

原案可決
（全会一致）

議案番号 議案名 表決結果

反対討論賛成討論 議案第 53 号（ 一般会計決算）

議案第 64 号（ 一般会計補正予算）

◆◆　討　論　◆◆

議案の内容はこちら▶▶▶
追
加
議
案

反対討論



答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

　
　

小
規
模
事
業
者
は
地
域
に
根

を
下
ろ
し
、
も
の
づ
く
り
や
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
に
応
え
、
雇
用
を
生

み
出
す
な
ど
地
域
経
済
を
担に
な

う
重

要
な
存
在
で
あ
る
が
、
状
況
と
対

策
は
。

　
　

事
業
者
数
は
年
々
減
少
し
て

い
る
。経
営
資
源
に
限
り
が
あ
り
、

外
部
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
い

小
規
模
事
業
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍か

や

物
価
高
騰
に
よ
り
深し
ん
こ
く刻
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
稼か
せ

ぐ
力
の
向
上
に

支
援
が
必
要
。
伴ば
ん
そ
う走
型
の
支
援
を

展
開
し
、
必
要
な
対
策
や
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

地
域
循
環
・
生
活
密
着
型
の

公
共
事
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
よ
り
雇
用
を
創
出

し
、
公
共
事
業
の
地
元
業
者
優
先

発
注
、
地
産
地
消
、
福
祉
の
充
実

に
よ
り
地
元
消
費
の
拡
大
を
図
る

な
ど
、
地
域
経
済
の
疲ひ
へ
い弊
に
歯
止

め
を
か
け
る
地
域
循
環
型
の
経
済

政
策
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
で

は
。

　
　

地
域
内
に
あ
る
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
、
地
域
で
生

産
消
費
す
る
地
産
地
消
と
消
費
者

の
消
費
動
向
を
連
動
さ
せ
、
地
域

外
か
ら
獲
得
し
た
資
金
を
地
域
内

で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
的

な
雇
用
と
所
得
が
生
ま
れ
、
地
域

経
済
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え

る
。

　
　

有
機
農
業
の
推
進
計
画
を
策

定
し
て
い
る
か
。

　
　

現
在
、
有
機
農
業
の
推
進
に

関
す
る
計
画
は
策
定
し
て
い
な

い
。

　
　

有
機
農
業
を
推
進
す
る
た

め
、
推
進
計
画
や
条
例
の
制
定
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

県
が
策
定
し
て
い
る
み
や
ざ

き
農
水
産
業
グ
リ
ー
ン
化
推
進
プ

ラ
ン
の
中
で
、
有
機
農
業
は
茶
や

露ろ

じ地
野
菜
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
栽
培
技
術
の
体
系
化
や

省
力
化
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
一

貫
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
が
必

要
で
、
農
業
者
や
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
に
寄
与
す
る
か
ど

う
か
も
踏
ま
え
て
、
研
究
す
る
。

　
　

　
　

学
校
給
食
に
有
機
農
産
物
を

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

学
校
給
食
で
使
用
す
る
場
合

は
、
安
心
安
全
で
安
定
し
た
量
と

質
の
確
保
が
第
一
で
、
給
食
費
の

範
囲
内
で
献こ
ん
だ
て立
を
立
て
る
必
要
が

あ
る
。
有
機
農
産
物
の
生
産
量
の

確
保
と
コ
ス
ト
の
要
件
が
そ
ろ
え

ば
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

102023/ ９はなみずき

地域循環で市を活性化
問答 市

内
事
業
者
の
９
割
が
小
規
模

暮らしに欠かせない地元の小売店

　
　

　
　

　
　

本
市
に
は
豊
か
な
食
材
、
美

味
し
い
焼
酎
等
が
あ
る
。
夜
に
泊

ま
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
早
朝
の
熱

気
球
や
霧
島
連
山
の
山
頂
で
朝
日

を
眺な
が

め
る
こ
と
も
で
き
る
。
星
の

ふ
る
さ
と
日
本
一
を
活
か
し
、
四

季
折お
り
お
り々
の
夜
に
し
か
出
会
え
な
い

景
色
や
心
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
体
験
と
い
っ
た
仕
掛
け
や
展
開

が
必
要
で
は
。

　
　

２
年
前
に
実
施
し
た
生
駒
高

原
の
特
色
を
生
か
し
た
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
好
評
で
、
昨
年

4
月
か
ら
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

活
用
し
た
キ
ャ
ン
プ
を
試
行
し
て

い
る
が
、
利
用
客
は
今
年
大
き
く

伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
生
駒
地
区

全
体
で
観
光
経
済
協
議
会
が
立
ち

上
が
る
予
定
で
、
今
後
、
活
性
化

の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

文
化
庁
で
は
多
様
な
食
文
化

の
継
承
・
振
興
の
機き
う
ん運
を
醸
じ
ょ
う
せ
い
成
す

る
た
め
、「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」

と
い
う
取
組
を
推
進
し
て
い
る

が
、
47
都
道
府
県
中
、
宮
崎
県
だ

け
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
の

郷
土
料
理
、
食
材
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

学
校
給
食
で
、
が
ね
、
か
ね

ん
し
ゅ
い
、か
し
わ
の
ま
ぜ
く
り
、

チ
キ
ン
南
蛮
、
鶏
肉
の
み
そ
こ
ろ

ば
か
し
な
ど
、
年
２
～
３
回
程
度

提
供
。
ま
た
、
西
諸
圏け
ん
い
き域
合
同
で

郷
土
料
理
講
座
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

はなみずき№ 6611

ナイトコンテンツ戦略

学校給食に有機農産物

地域資源を最大限活用する戦略を

子どもたちが大好きな学校給食

答

問

答 問

問答

答

答

問

答

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党
大
おおさこ

迫 みどり 議員

立
りっしんかい

新会
有
あ り き

木 将
しょうご

吾 議員

本
市
の
有
機
農
業
の
現
状

問問

創
そうせい

生こばやし
原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

食
文
化
の
振
興
に
向
け
た
取
組

　議員が日ごろの議員活動を通して疑問に感じていることや改めたいこと、
実現すべきことについて質問・提案し、市長・部長等が答弁します。
　9 月定例会では 9 人の議員が質問しました。
　※一般質問者の各ＱＲコードから、録画配信を YouTube
( ユーチューブ）でご覧いただくことができます。

一 般 質 問
市民の声を市政へお届け

◆豆辞典

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
、
夜
間

の
観
光
体
験
を
豊
か
に
し
て
、
観

光
客
に
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
楽

し
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。



　
　

畜
産
業
の
現
状
は
。

　
　

配
合
飼
料
等
の
価
格
高
騰
が

経
営
を
圧
迫
し
、
子
牛
価
格
も
大

幅
に
下
落
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
地
域
経
済
全
体
へ
の
影
響

が
懸け
ね
ん念

さ
れ
る
た
め
、
市
独
自
で

酪ら
く
の
う農
経
営
支
援
や
和
牛
繁は
ん
し
ょ
く殖
基

盤
強
化
等
に
取
り
組
ん
だ
。
国
際

情
勢
が
絡か
ら

む
事
態
で
あ
り
一い
ち
が
い概
に

見
通
せ
な
い
が
、
今
後
も
状
況
を

見
定
め
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
を

実
施
し
、
畜
産
農
家
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
　

Ｂ
Ｌ
（
牛
伝
染
性
リ
ン
パ

腫
）
検
査
に
つ
い
て
生
産
者
か
ら

は
賛さ
ん
ぴ否
両
論
あ
る
が
、
今
後
の
方

向
性
は
。

　
　

当
初
は
座
談
会
等
を
開
催
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
発
生
に
よ
り
生
産
者
へ
周
知
す

る
機
会
が
作
れ
な
か
っ
た
。
陰
性

の
雌め
す

子
牛
を
導
入
し
、
増
や
す
こ

と
で
市
場
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
。
今
後
も
対
策
の
効
果
と
意
義

を
農
家
の
方
々
に
説
明
し
な
が

ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

市
は
公
園
内
に
複
合
型
総
合

体
育
施
設
及
び
駐
車
場
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
雨
水
の
排
水

対
策
は
。

　
　

現
在
の
排
水
状
況
も
考こ
う
り
ょ慮
し

な
が
ら
、
側
溝
の
大
き
さ
や
排
水

路
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
、
整
備

事
業
に
盛
り
込
む
方
針
で
あ
る
。

　
　

11
年
前
に
始
め
た
自
衛
隊
へ

の
個
人
情
報
提
供
は
、
今
も
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
も
18
歳
と
22
歳
に
な
る

方
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
を
、
紙
媒ば
い
た
い体
で
提
供
し
て
い

る
。

　
　

提
供
し
た
く
な
い
人
へ
の
人

権
的
な
配は
い
り
ょ慮

を
す
べ
き
で
は
。

　
　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
提
供
し
た
く
な
い
人
向

け
の
窓
口
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
配は
い
り
ょ慮

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

市
内
の
加か

れ
い
せ
い
な
ん
ち
ょ
う

齢
性
難
聴
の
方
の

人
数
の
予
測
か
ら
補
聴
器
購
入
者

数
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
一
人

３
万
円
の
補
助
を
す
る
と
し
て
、

年
に
約
３
０
０
万
円
の
財
源
が
あ

れ
ば
で
き
る
の
だ
が
。

　
　

様
々
な
事
業
が
あ
る
た
め
、

難
し
い
。
国
に
求
め
て
い
く
。

　
　

認
知
症
予
防
と
し
て
も
、
働

き
た
い
高
齢
者
を
支
援
す
る
意
味

か
ら
も
、
補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と

は
有
意
義
だ
。
国
県
の
施
策
を
待

た
ず
、
小
林
市
で
の
補
聴
器
購
入

助
成
制
度
を
進
め
て
ほ
し
い
。

     
国
際
交
流
の
現
状
と
今
後
の

取
組
は
。

　
　

９
月
４
日
現
在
、
市
内
に

６
２
７
名
の
在
ざ
い
り
ゅ
う留
外
国
人
の
方
が

お
り
、そ
の
多
く
が
技
能
実
習
生
。

日
本
語
教
室
の
開
催
や
小
学
生
を

対
象
と
し
た
国
際
交
流
事
業
、
国

際
交
流
員
の
派
遣
に
よ
る
国
際
化

理
解
促
進
の
事
業
等
も
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
て
情
報
発
信
を
含
め
、
国
際
化

推
進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

外
国
人
対
応
の
ロ
ー
マ
字
表

記
は
。

　
　

市
内
飲
食
店
メ
ニ
ュ
ー
の

ロ
ー
マ
字
表
記
は
見
受
け
ら
れ
な

い
状
況
。
ま
ず
は
道
の
駅
な
ど
公

共
的
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
民
間

の
飲
食
店
へ
も
働
き
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

燃
油
・
資
材
価
格
高
騰
へ
の

対
策
は
。

　
　

国
と
農
業
者
が
燃
油
高
騰
対

策
と
し
て
積
立
て
を
行
い
、
価
格

高
騰
分
を
補ほ
て
ん填
す
る
施
設
園
芸

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に

お
い
て
、
農
業
者
の
積
立
分
の
一

部
を
昨
年
度
か
ら
県
が
支
援
し
て

い
る
。
市
も
そ
れ
に
応
じ
て
被ひ
ふ
く覆

資
材
等
の
価
格
高
騰
対
策
緊
急
支

援
事
業
を
予
算
化
し
て
い
る
。
今

後
も
国
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
市
と
し
て
独
自
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

必要な人に購入助成を

外国語表記で国際化を

個
人
情
報
の
保
護

小さな自治体でも助成を実施

国際化推進のため外国語表記を

問答

答 問問

問答

答

答
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区
・
組
へ
の
加
入
状
況
は
。

　
　

令
和
５
年
４
月
30
日
現
在
、

加
入
率
は
世
帯
数
ベ
ー
ス
で
約

66
％
、
人
口
ベ
ー
ス
で
約
71
％
。

　
　

未
加
入
世
帯
の
多
い
地
区
や

そ
の
理
由
の
分
析
は
。

　
　

新し
ん
こ
う興

住
宅
地
や
集
合
住
宅
な

ど
の
多
い
地
域
で
未
加
入
世
帯
が

多
い
傾
向
に
あ
り
、
若
い
世
帯
の

未
加
入
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　
　

自
治
会
加
入
の
意
義
は
。　

　
　

多
く
の
市
民
の
参さ
ん
か
く画
に
よ

り
、
地
域
の
課
題
解
決
や
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
く

貢こ
う
け
ん献

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

区
・
組
加
入
促
進
の
補
助
金

は
。

　
　

市
が
区
長
・
組
と
で
締て
い
け
つ結
し

て
い
る
行
政
推
進
業
務
委
託
の
業

務
に
組
加
入
促
進
が
含
ま
れ
て
い

る
。
新
し
く
組
加
入
や
組
を
結
成

し
た
区
に
奨
励
金
を
交
付
し
、
自

主
的
、
自
発
的
な
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。

　
　

第
２
次
小
林
市
総
合
計
画

で
は
自
治
会
加
入
率
の
目
標
値

は
74
・
５
％
。
現
在
の
約
71
％
か

ら
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
さ
せ
る
方
法

は
。

　
　

未
加
入
世
帯
の
新
規
加
入
の

た
め
、
区
長
会
と
連
携
し
、
若
い

世
代
へ
自
治
会
の
大
き
な
役
目
で

あ
る
防
災
な
ど
の
役
割
を
周
知
す

る
取
組
を
進
め
る
。

はなみずき№ 6613

区・組への加入促進を

9 月初日の子牛セリ市の様子

のぼりを立てて組加入を促進中

問

問答 問 答

答 問

答

問

農
畜
産
業
の
振
興

問

畜産業の現状と今後は

答 問

答 問

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

国
際
化
の
推
進北

きたきりしませいしんかい

霧島政新会
野

の だ

田 利
としのり

典 議員

答

補
聴
器
購
入
助
成
を

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

答 問問答

総
合
運
動
公
園
の
雨
水
対
策

　創
そうせい

生こばやし　
永
な が の

野 雅
ま さ み

己 議員

意

意

日
にほんきょうさんとう

本共産党
 橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員

補聴器購入助成自治体：全国で１５２
（２０２３年６月１日現在。橋本調べ）

新潟県…30市町村

（新潟市・長岡市・三条市・柏崎市・小千谷市・加茂市・

十日町市・見附市・村上市・燕市・糸魚川市・妙高市・

五泉市・上越市・阿賀野市・佐渡市・魚沼市・南魚沼市・

胎内市・聖籠町・弥彦村・田上町・阿賀町・

出雲崎町・湯沢町・津南町・苅羽村・

関川村・淡島浦村）

宮崎県…１町（三股町のみ）



　
　

　
　

豪ご
う
う雨

災
害
が
頻ひ
ん
ぱ
つ発

す
る
中
、

被
害
の
最
小
化
の
た
め
河
川
の
流

域
治
水
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　

河
川
の
通
水
断
面
を
阻そ
が
い害
し

て
い
る
土
砂
の
撤
去
、
立
り
ゅ
う
ち
く
ぼ
く

竹
木
の

伐
採
な
ど
に
よ
る
維
持
管
理
が
重

要
。
県
と
も
連
携
し
、
河
川
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
情
報
共
有
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
く
。

　
　

個
別
避
難
計
画
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況

は
。

　
　

個
別
避
難
計
画
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
災
害
時
に
支
援
が

必
要
な
人
の
た
め
の
避
難
計
画

で
、
対
象
者
の
抽

ち
ゅ
う
し
ゅ
つ

出
と
基
本
情
報

の
記
載
ま
で
完
了
し
て
い
る
。

　
　

　
　

　
　

若
年
層
の
流
出
を
防
ぎ
地
元

へ
の
戻
り
を
推
進
す
る
対
策
は
。

　
　

東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
と
雇
用
協

定
を
結
び
、20
名
の
雇
用
を
予
定
。

今
後
も
別
の
企
業
と
も
協
力
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
地
域
に
呼
び

戻
す
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

若
者
に
と
っ
て
奨
学
金
返
済

は
大
き
な
負
担
。
奨
学
金
返
済
支

援
事
業
を
検
討
す
る
考
え
は
。

　
　

現
在
実
施
し
て
い
る
人
材
確

保
対
策
と
し
て
の
奨
学
金
返
還
支

援
等
が
国
の
特
別
交
付
税
措
置
に

該
当
す
る
か
調
査
す
る
と
と
も

に
、
市
の
移
住
支
援
金
制
度
も
含

め
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
の
空
き
家
情
報
は
地
元

の
方
々
が
一
番
分
か
っ
て
い
る
。

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
空

き
家
バ
ン
ク
の
情
報
収
集
を
委
託

す
る
こ
と
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
の
情
報
収
集

は
、
以
前
区
長
に
お
願
い
し
て
い

た
が
、
現
在
は
「
テ
ノ
ッ
セ
」
で

相
談
対
応
と
申
請
事
務
を
行
っ
て

い
る
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
物

件
が
多
く
、
登
録
を
た
め
ら
う
傾

向
が
強
い
こ
と
か
ら
、
不
動
産
協

会
と
連
携
し
、
空
き
家
情
報
と
の

連
動
が
可
能
か
検
証
し
た
い
。

　
　

移
住
者
は
、
慣
れ
な
い
土
地

で
の
生
活
や
人
間
関
係
で
不
安
を

抱
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
移
住
者

の
価
値
観
や
多
様
性
を
理
解
し
、

ニ
ー
ズ
を
把は
あ
く握
す
る
仕
組
み
が
必

要
。
移
住
者
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

制
度
や
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入

で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
も
相
談
の
際
、
先
に
来

ら
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方

に
協
力
い
た
だ
い
て
、
小
林
市
の

情
報
を
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

移
住
前
、
移
住
後
で
ど
の
よ
う
な

ケ
ア
が
で
き
る
か
、
検
証
を
進
め

た
い
。
ま
た
、
転
入
時
に
移
住
者

に
対
し
相
談
先
な
ど
の
必
要
な
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
も

関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。

移住者が住みたいまち

頻発する豪雨災害対策

移住定住の情報発信の充実を

豪雨で流された農道

問

答

問 答

問答

問
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答 問

答 問

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

若
年
層
の
地
元
定
着
を
推
進

答

移
住
者
を
ケ
ア
す
る
仕
組
み

空
き
家
バ
ン
ク
の
情
報
収
集

立
りっしんかい

新会
能

の せ

勢 誠
まこと

 議員

はなみずき№ 6615

～
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
と
天て

ん
じ
ん神
さ
ま

　
　
　
（
小
林
市
南
西
方
地
区
）
～

語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

シ
リ
ー
ズ 

34

に
位
置
す
る
巣す

の
浦う
ら

天
神

山
に
『
巣
の
浦
天
神
』
と

し
て
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
６
年
に
現
在
地
に

遷せ
ん
ざ座
し
、
北
西
方
永な
が
く
い
の

久
井
野

の
『
天て
ん
ま
ん
だ
い
じ
ざ
い
て
ん
じ
ん

満
大
自
在
天
神
』
も

合ご
う
し祀
さ
れ
、
現
在
に
至い
た

っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
４
年
７
月
に
制
定
さ

れ
た
西
小
林
小
学
校
の
校
歌

３
番
の
歌
詞
に
は
「
天
神
の

杉
す
く
す
く
と
伸
び
行
く
力

我
に
あ
り
」
と
あ
り
、
今
も

児
童
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
文
献
：
小
林
史
談
会
「
ひ
な
も
り
第
廿
八
号
」・

　
　
　
　

小
林
市
史
第
三
巻
・「
小
林
の
神
社
仏
閣
」
よ
り
）

　
　
　
　
　
　

取
材
・
編
集
：
永
野　

雅
己
／
能
勢　

誠

←菅原神社境内の様子
と西小林小学校６年生
が校歌を歌う様子が動
画でご覧になれます。

菅原神社『梅の天神』の鳥居・本殿

巣
の
浦
天
神

天
満
大
自
在
天
神

西小林小学校校歌

　

菅す
が
わ
ら
じ
ん
じ
ゃ

原
神
社
『
梅う
め

の
天て
ん
じ
ん神
』

は
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
側
の
県
道
交
差
点
を

約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
え
び
の

市
方
面
に
進
ん
だ
位
置
に
あ

り
ま
す
。

　

天
神
様
と
は
菅
原
道
真
公

の
こ
と
で
、
道
真
公
は
平
安

時
代
の
貴
族
、
学
者
、
政

治
家
で
宇う

だ多
天て
ん
の
う皇
に
仕つ
か

え
、

醍だ
い
ご
で
ん
の
う

醐
天
皇
の
時
代
に
右う
だ
い
じ
ん

大
臣

と
な
り
ま
し
た
が
、
道
真
公

の
異
例
の
出
世
を
ね
た
む

左さ
だ
い
じ
ん

大
臣
・
藤
ふ
じ
わ
ら
の
と
き
ひ
ら

原
時
平
の
策さ
く
ぼ
う謀

に
よ
り
大だ
ざ
い
ふ

宰
府
に
左
遷
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
（
昌し
ょ
う
た
い泰
の

変へ
ん

）。
京
を
出し
ゅ
っ
た
つ立
す
る
時
に

詠よ

ん
だ
梅
の
歌
が
有
名
で
、

そ
の
梅
は
道
真
公
を
慕し
た

っ
て

一
夜
の
う
ち
に
大
宰
府
へ
飛

来
し
た
と
言
わ
れ
、
道
真
公

は
学
問
の
神
様
と
し
て
も
良

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
現
在
の
境け
い
だ
い
ち

内
地
か

ら
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南

公
こうめいとう

明党
鎌
か ま た

田 豊
とよかず

数 議員

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

流
域
治
水
と
は
、
気
候
変
動
や
社

会
の
変
化
に
関
連
し
て
、
河
川
の

周
り
に
住
む
人
々
や
関
係
者
が
一

緒
に
協
力
し
て
、
川
の
水
を
管
理

す
る
方
法
の
こ
と
。

通
水
断
面
と
は
、
水
が
通
る
た
め

の
空
間
や
場
所
の
こ
と
。

◆
豆
辞
典

◆
豆
辞
典
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議員の

編 集 後 記

　新メンバーになって２作目となった「はなみ

ずき」はいかがだったでしょうか。

　今回は皆さまの生活に直結した決算の定例会

でした。その議会の様子と流れを分かりやすく

紹介しました。皆さまの声を議会で表現してい

る仲間へ熱いメッセージをお寄せください。市

民の皆さまと議会をつなぐ広報紙にしてまいり

ます。

　　　　　　　　　　　　　   松嶺　勇一

◆次の１２月定例会（予定）は

守
浩
桜
の
立
ち
姿

栗原 浩さん（右）
　　 ミチ子さん（左）夫婦

イチオシ !!
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料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和7 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№66　2023．9月議会号）

種
し ゅ ゆ う ぎ ゅ う

雄牛を目指して
日本一

　生産者の浩
ひろし

さんと同じ名前が入った牛　　　　　　　

（右写真）は須木奈
な さ き

佐木地区「栗原浩さん・ミチ子さん」

夫婦のもとに生まれ、現在は県種雄牛センターで飼育・管

理されている優秀な種牛です。惜しくも出場辞退となった

「守
もりひろさくら

浩桜」

令和４年全国和牛能力共進

会（鹿児島大会）において

上位ランキング入りが期待

されていた優秀な種雄牛で

あり、今後の活躍が楽しみ

です。

　

※種雄牛（しゅゆうぎゅう）とは･･･優れた遺
い で ん し

伝子を持つ

選ばれた種牛のこと。

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

 開 会 日

一般質問

議案質疑

 閉 会 日

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

生
ま
れ
た
子
牛

　今新たに、この種牛の子

牛が誕生しています。この牛も親牛同様、期待大との

ことです。

･･･ 11 月 29 日（水）

･･･ 12 月 1 日（金）、４日（月）～６日（水）

･･･ 12 月 8 日（金）

･･･ 12 月 19 日（火）


